
目

次

凡
例

資
料
解
説

一
　
昭
和

一
三
年
を
中
心
と
す
る
新
党
問
題

一
　
全

国

民

に
告

ぐ

昭
和
12
年
12
月
　

一
条
実
孝
、
頭
山
満
、
山
本
英
輔
　

三

二
　

二
月

一
二

日
代
議

士
訪

問

状

況

報
告

昭
和
13
年
　

四

三
　

国
民

精

神

総

動
員

再
組

織

の
件
　

昭
和
13
年
7
月
20
日
　

四

四
　

大

日
本

党

部

に
関

す

る
件
　

昭
和
13
年
8
月
　

七

五
　

挙

国

一
党

(
大

日
本
党

部

)

に
関

す

る
意

見
　

九

六
　

大

日
本
党

部

党

規

・
綱

領
　

一一

七
　

党

規

・
綱

領
　

一三

八
　

近
衛

文

麿

宛
亀

井

貫

一
郎

書
簡
　

昭
和
13
年
9
月
20
日
　

一四

九
　

近
衛

文

麿
宛

亀

井

貫

一
郎

書

簡
　

昭
和
13
年
9
月
29
日
　

一四

一
〇
　

昭

和

維
新

方

略
　

昭
和
13
年
9
月
　

二
一



一

一
　
皇

国

日
本

党

の
綱

領

・
党

規
　

二五

一
二
　

皇

国

日
本

党
案

(
第

一
次
案

)
　
昭
和
13
年
9
月
30
日
　

二七

一
三
　

皇

国

日
本

党
案

(
第

二
次

案

)
　
昭
和
13
年
10
月
3
日
　

三一

一
四
　

大

日
本

皇

民

会
案

(
第

三

次
案

)
　
昭
和
13
年
10
月
4
日
　

三
四

一
五
　

大

日
本

皇

民

会
案

(
第

四
次

案

)
　
昭
和
13
年
10
月
14
日
　
三

四

一
六
　

三

大

臣
試

案

(
大

日
本

皇

民

会

案
)
　

三七

一
七
　

近
衛

文

麿

宛

小
林

順

一
郎

書

簡
　

昭
和
13
年
10
月
18
日
　

四
一

一
八
　

挙

国
的

国
民

組
織

問
題

の
治

安

へ
の
影

響
　

昭
和
13
年
10
月
28
日
　

四五

一
九
　

精

動

を
如

何

に
出
直

さ

し

む
可

き

か
　

昭
和
13
年
10
月

昭
和
研
究
会
事
務
局
　

四七

二
〇
　

国

内

体
制

強

化

に
関

す

る
件
　

昭
和
13
年
11
月
4
日

企
画
院
　

四九

二

一
　
新

東

亜
建

設

国

民

同
盟

の
趣

旨

及

要

綱

昭
和
13
年
11
月
11
日
　

五
〇

二

二
　

新

東

亜
建

設
国

民

同

盟
案

に
対

す

る
所

見
　

五三

二
三
　

国

民
精

神
総

動

員
強

化
方

策

案
　

昭
和
13
年
11
月
26
日

内
閣
情
報
部
　

五五

二

四
　

報

国

会

に
関

す

る
件
　

昭
和
13
年
12
月
3
日
　

五八

二

五
　

報

国

会

に
関

す

る
件
　

六
一

二

六
　

中

央

聯
盟

改

組

に
対
応

す

る
官

庁

側

機
構
　

昭
和
13
年
12
月
5
日
　

六五



二

七
　

国

民

組
織

案
　

昭
和
13
年
12
月
6
日
　

六
五

二

八
　

国

民

組
織

に
関

し
考
慮

す

べ
き

諸

点
　

昭
和
13
年
12
月
8
日
　

六七

二

九
　

精

動

と
中

央

聯

盟

に
関

す

る
意

見
　

六八

三

〇
　

国

民
協

力

に
関

す

る
件
　

七〇

三

一
　
綱

領

・
政

策
　

七三

三

二
　

組

織

大
綱

・
政

党

解

消
施

策
　

七七

三

三
　

新

組
織

結

成

次

第
　

七八

三

四
　

日
本

帝

国
協

議

会

組
織

大
綱

(
案

)
　

八
〇

三

五
　

近

衛

文
麿

宛

麻

生

久

書
簡
　

八二

三

六
　

対

政

党

工
作

要

項
　

八四

三

七
　

国

民

運

動

と

は
何

か
　

昭
和
13
年
12
月
10
日
発
行

国
民
運
動
研
究
会
　

八
四

三

八
　

国

民

運

動
研

究

会

会

報

第

一
号
　

昭
和
14
年
2
月
1
日
発
行
　

九九

三

九
　

国

研

会

報

第

一
号
　

昭
和
14
年
3
月
5
日
発
行

国
民
運
動
研
究
会
　

一一一

四

〇
　

国

研

会

報

第

二
号
　

昭
和
14
年
4
月
10
日
発
行

国
民
運
動
研
究
会
　
一
二

六

四

一
　
国

民

運
動

の
方

針
　

一四
一

四

二
　

国

民

組
織

聯

盟

案
　

昭
和
研
究
会
事
務
局
　

一四二



四

三
　

国

民

再

編

に
関

す

る
議

題
案
　

一四三

四

四
　

国
民

組

織

問

題

昭
和
14
年
11
月
5
日

昭
和
研
究
会
内
政
研
究
会
　

一四
五

二
　
昭
和

一
五
年
を
中
心
と
す
る
新
党
問
題

四

五
　

近

衛

文

麿

宛
麻

生
久

書
簡

昭
和
14
年
　

一五
一

四

六
　

新

党

樹

立

に
関

す

る
覚

書

昭
和
15
年
5
月
26
日
　

一五六

四

七
　

金
光

・
武

藤

軍

務

局
長

会

談

内
容

昭
和
15
年
6
月
10
日
　

一五七

四

八
　

枢
密

院

議

長

辞
職

の

こ
ろ

昭
和
15
年
6
月
　

一五八

四

九
　

近
衛

文

麿

宛

風

見
章

書

簡

昭
和
15
年
6
月
25
日
　

一六〇

五

〇
　

政

治
機

構

改

新

大

綱

昭
和
15
年
6
月

昭
和
研
究
会
事
務
局
　

一六
一

五

一
　
革

新

体

制

整

備

に
関

す

る
私

案

昭
和
15
年
6
月

東
亜
経
綸
同
志
会
　

一七三

五

二
　

亀

井
貫

一
郎

ら

の
新
党

計

画
　

一八六

(イ)

新
党
結
成
に
関
す
る
亀
非
貫

一
郎
覚
書
　

一八六

(ロ)

新

党

に

の
反

省
　

一
八八

(ハ)

組
閣
に
関
す
る
亀
井
貫
一
郎
意
見
書
　

一八八

(ニ)

組
閣
に
際
し
て
の
放
送
文
案
　

一
九一

(ホ)

組
閣
に
際
し
て
の
声
明
文
案
　

一九三



(ヘ)

初
閣
議
後
の
声
明
文
案
　

一九五

(ト)

官
吏
及
待
遇
官
吏
に
対
す
る
挨
拶
文
案
　

一九六

(チ)

挨

拶

案
　

一九
八

(リ)

全
国
民
諸
君
に
告
ぐ
　

一九九

(ヌ)

結
党
式
開
会

の
辞

(秋
田
清
)
案
　

二〇〇

(ル)

結
党
式
当
日
近
衛
公
の
挨
拶

(宣
言
)
案
　

二〇
一

(ヲ)

党
最
高
指
導
者
推
戴
の
辞

(
町
田
忠
治
)
案
　

二〇二

(ワ)

最
高
指
導
者
の
挨
拶
案
　

二〇
三

(カ)

宣

言

(
案

)
　

二
〇
三

(ヨ)

綱
領
案
　

二〇五

(タ)

党

規

案
　

二
〇五

(レ)

組
織
に
関
す
る
党
則
案
　

二
〇
六

(ソ)

上

奏

文

(案

)
　

二
〇
九

(ツ)

人
事
案
　

1
　
二
一

〇

(ネ)

人
事
案
　

2
　

二
一三

(ナ)

議
会
新
党
の
組
織
構
成
の
人
物
判
別
表
　

二
一七

(ラ)

東
京
府
関
係
他
人
事
案
　

二
一八

(ム)

新
党
結
成
の
手
順
に
関
す
る
亀
井
貫

一
郎
覚
書
　
二
一

九

(ウ)

政
治
勢
力
各
派
図
解
　

二二〇



五

三
　

近

衛

文

麿
宛

中
野

正
剛

書
簡
　

昭
和
15
年
7
月
3
日
　

二二三

五

四
　

「
時

局

処

理
要

綱

」

第

四
条

の
具

体
的

要

目
　

昭
和
15
年
7
月
25
日
　
陸
軍
省
　
二
二

四

五

五
　

第

四

条

の
陸

軍

省

案

に
対

す

る
意

見
　

昭
和
15
年
7
月
26
日
　
調
査
課
長
　
二
二

六

五

六
　

国

内
態

勢

整

備

強

化

要
綱

(
案

)
　
昭
和
15
年
7
月
　
企
画
院
　
二
二

八

五

七
　

新

体

制
案

骨

子
　

昭
和
15
年
7
月
　
二
三
一

五

八
　

新

し

い
政

治
体

制

と

は
　

昭
和
15
年
7
月
　
矢
部
貞
治
　

二三三

五
九
　

新
体

制

を
繞

る
人

々
　

二三七

六
〇
　

新

政
治

体

制

確

立

要
綱

(
試
案

)
　
昭
和
15
年
8
月
3
日

企
画
院
第

一
部
　

二
三九

六

一
　
声

明
　

昭
和
15
年
8
月
　
新
体
制
促
進
同
志
会
　

二四三

六

二
　

新

政
治

体

制

研
究

資

料

(
第

一
号
)

昭
和
15
年
8
月
10
日
　
全
国
大
学
教
授
聯
盟
新
体
制
研
究
委
員
会
　

二四四

六
三
　

新

政
治

体

制

研
究

資

料

(
第

二
号
)

昭
和
15
年
8
月
18
日
　
全
国
大
学
教
授
聯
盟
新
体
制
研
究
委
員
会
　

二六三

六

四
　

政

治
新

体

制

確

立

要
綱
　

昭
和
15
年
8
月
13
日
　
企
画
院
　

三〇九

六
五
　

政

治
新

体

制

確

立

要
綱

の
件
　

昭
和
15
年
8
月
17
日
　
高
木
惣
吉
　
三

一〇

六

六
　

新
体

制

の
基

本
構

想
　

昭
和
15
年
8
月
20
日
　
矢
部
貞
治
　
三

一一



六

七
　

新

体

制
試

案

要

綱
　

昭
和
15
年
8
月
21
日
　
国
策
研
究
会
　

三
一六

六

八
　

新

体

制
建

設
要

綱
　

昭
和
15
年
8
月
　
昭
和
研
究
会
三

二六

六

九
　

時

局
協

議

会

の
新

体

制

意

見
書
　

昭
和
15
年
8
月
　

三二九

七
〇
　

声

明

(
案

)
　
昭
和
15
年
8
月
22
日
　
新
体
制
促
進
同
志
会
　

三三〇

七

一
　
新

体
制

関

係

諸

案
　

三三
一

(イ)

新
体
制
の
本
質

(私
案
)
　

三三
一

(ロ)

国
家
新
体
制
組
織
方
略
　

三
三三

(ハ)

新
体
制
組
織
の

一
考
察
　
三

三
四

(ニ)

新
党
推
進
団
の
結
成
　

三三八

(ホ)

国
民
新
体
制
図
表
　

三三九

(ヘ)

国
民
翼
賛
運
動
の
組
織
に
関
す
る
意
見
　

三
四〇

(ト)

新
政
治
体
制
政
綱

(試
案
)
　

三
四〇

(チ)

新
体
制
基
本
綱
領

(草
案
）
　

三四二

(リ)

新
政
治
体
制
の
意
味
と
構
想
　

三四三

(ヌ)

政
治
動
向
の
想
定
　

三四六

(ル)

大
日
本
帝
国
国
民
協
議
会
草
案
　

三四八

(ヲ)

新
体
制
基
本
綱
領

(草
案
)
　
後
藤
隆
之
助
　

三五二

七

二
　
宣

言

案
　

昭
和
15
年
8
月
27
日
　

三五三



七
三
　

新

体

制

に
関

す

る
近

衛

公
爵

声

明

文

案
　

昭
和
15
年
8
月
　

三五五

(イ)　

三
五
五

(ロ)　

三
五
九

(ハ)

‐
A
　

三
六
五

(ハ)
‐

B
　

三
七
〇

(ニ)　

三
七
二

七

四
　

新

体

制
確

立

要
綱
　

昭
和
15
年
8
月
29
日
　
企
画
院
　

三七
五

七

五
　

愚

見

の
詳

論
　

三七六

七

六
　

高

度

の
政

治
性
　

三八
一

七

七
　

新

体

制
案

に
関

す

る

メ

モ
　

昭
和
15
年
　

三
八四

七

八
　

翼

賛

会

関

係
覚

書
　

三九三

七

九
　

運

動

開

始

順
序
　

昭
和
15
年
9
月
11
日
　
風
見
章
　

三九
四

八

〇
　

中

央

本
部

の
結

成

に
就

い
て
　

昭
和
15
年
9
月
11
日
　
風
見
章
　
三

九五

八

一
　
情

報
　

昭
和
15
年
9
月
17
日
　
高
塚
中
佐
　

三九六

八

二
　

情

報

・
議

員

倶

楽

部
結

成
阻

止

運

動
　
三

九六

八

三
　

大

政
翼

賛

会

発

会

式

の
宣

言

文

案
　

昭
和
15
年
10
月
　

三九七

八

四
　

情

報
　

昭
和
15
年
10
月
25
日
　
海
軍
省
法
務
局
　

三九九



八

五
　

大

政
翼

賛

会

実

践

要
綱

審

議

経

過
　

昭
和
15
年
10
月
―
12
月
　

三九九

八

六
　

大

政
翼

賛

会

実

践

要

綱
解

説
　

昭
和
15
年
12
月
　
大
政
翼
賛
会
　

四二六

八

七
　

大

政
翼

賛

会

実

践

綱

領
案
　

昭
和
15
年
　

四三四

八

八
　

大

政

翼
賛

運

動

実

践

要

綱

の
起

草

に
就

て
　

昭
和
15
年
10
月
25
日

井
田
磐
楠
　

四三六

八
九
　

大

政
翼

賛

会

部

局

構

成
案
　

四三九

九
〇
　

衆

議

院

関

係

組

織

に
関

す

る
管

見
　

四四〇

九

一
　
大
政

翼

賛

会

人

事
覚

書
　

1
　

四四一

九

二
　

大
政

翼

賛

会

人

事
覚

書
　

2
　

四四二

九

三
　

橋

本

欣

五

郎

排

撃
意

見
　

四四三

九

四
　

大
政

翼

賛

会

の
性
格

に
関

す

る
件
　

昭
和
16
年
1
月
5
日

井
田
磐
楠

・
小
林
順

一
郎
　

四四三

九

五
　

大
政

翼

賛

会

内

会
務

の
統

制

に
就

て
　

昭
和
16
年

井
田
磐
楠

・
小
林
順

一
郎
　

四四九

九

六
　

大
政

翼

賛

会

の
性

格

に
関

す

る
答

弁

資

料
　

昭
和
16
年

内
閣
総
務
課
長
　

四五二

九

七
　

大
政

翼

賛

会

改
革

に
関

す

る
意
見

書
　

昭
和
16
年

大
政
翼
賛
会
改
組
期
成
有
志
　

四
五三

九

八
　

稲

田
内

閣

総

務

課
長

他

談

話

要
領
　

昭
和
16
年
3
月
5
日

佐
藤
中
佐
　

四五四

九

九
　

宣

言
　

昭
和
16
年
3
月
21
日
　
大
政
翼
賛
会
全
国
地
方
支
部
有
志
　

四五五

一
〇

〇
　

大
政

翼

賛

会
改

組
案
　

昭
和
16
年
　

四五八



一
〇

一
　
大
政

翼

賛

会

改

組
案
　

昭
和
16
年
4
月
2
日
　

四六〇

一
〇

二
　

近

衛

文

麿

宛
亀

井
貫

一
郎

書
簡
　

昭
和
16
年
3
月
　

四六
一

一
〇

三
　

沢

村

克

人

氏

談
　

昭
和
16
年
4
月
18
日
　
佐
藤
中
佐
　

四八二

一
〇

四
　

政

治

力

の
結

集
強

化

に
関

す

る
方

策
　

昭
和
16
年
5
月
6
日
　
矢
部
貞
治
　

四八四

一
〇

五
　

日
本

国

民

運

動

組
織

論

他
　

四八八

一
〇

六
　

大
政

翼
賛

会

審

議
委

員

会

規

程
　

昭
和
15
年
　

五
〇一

一
〇

七
　

昭

和

十

六

年

度

概
算

(
案

)
　
大
政
翼
賛
会
　
五

〇三

一
〇

八
　

昭

和

十

六

年

度

概
算

書

等
　

大
政
翼
賛
会
　

五
〇六

一
〇

九
　

大
政

翼

賛

会

等

の
所
属

団

体

の
措

置
　

昭
和
20
年
5
月
8
日
　
閣
議
了
解
　
五

一八

一

一
〇
　

大
政

翼

賛

会

運

動
其

の
他

引

継
事

項
　

昭
和
20
年
　
五

一九

一

一

一
　
大
政

翼

賛

会

所

属

団
体

引

継

事

項
　

昭
和
20
年
　
五

二二

一

一
二
　

国

民

義

勇

隊

の
組
織

運

営

指

導
　

昭
和
20
年
4
月
27
日
　
閣
議
決
定
　

五二五

一
一
三
　

一
億

憤

激

米

英

撃
摧

総

突

撃

要
領
　

昭
和
20
年
3
月
24
日
　
部
長
会
提
出
　

五二六

一

一
四
　

文

化

職

能

人

の
再
組
織

に
関

す

る
件
　

昭
和
20
年
3
月
24
日
　
部
長
会
提
出
　

五二九

附

録



一
　
近
衛
文
麿
宛
亀
井
貫

一
郎
書
簡
草
稿
　

昭
和
20
年
　
五

三五

二
　

近
衛
新
体
制

に

つ
い
て
の
手
記
　

矢
部
貞
治
　

五七
五




